
１．はじめに

下総台地の環状ブロック群は、53 遺跡 71 基が確

認されている(酒々井町 2019)。時期的変遷は、①Ⅹ

層上部段階：御山遺跡。②Ⅸ層下部段階：南三里塚

宮原第１遺跡、池花南遺跡、東峰御幸畑西遺跡エリ

ア３、市野谷芋久保遺跡、関畑遺跡。③Ⅸ層中部段

階：墨古沢遺跡、小山台遺跡、四ツ塚遺跡、東峰御

幸畑遺跡エリア２、東大野第２遺跡、泉北側第３遺

跡。④Ⅸ層上部段階：東峰御幸畑遺跡エリア１、原

山遺跡第Ⅱ文化層。４つの段階の変遷が窺える。大

型の環状ブロック群は③Ⅸ層中部段階に多い。

２．環状ブロック群の最新の調査成果

環状ブロック群の遺跡は次の６つの地域に遺跡群

が形成されている。各地域の主な遺跡を列挙し、そ

のなかで最新の調査成果の遺跡を紹介する。

（１）印旛沼周辺の遺跡群

環状ブロック群の遺跡が最も多い地域で、酒々井

町墨古沢遺跡、印西市泉北側第３遺跡・角田台遺跡・

瀧水寺裏遺跡。

墨古沢遺跡（第１図）

平成 11・12 年度に酒々井パーキングエリア拡張工

事に伴う調査で、環状ブロック群の西側が調査され、

平成 27～29 年度に東側の調査が行われた。西側の調

査成果をもとに、環状ブロック群集落形成を考察し

た結果、複合一体型のモデル提示をした（新田 2005）

1）。複数の扇状ブロック群を構成要因として、集団

をまとめ上げるために、中心部を中核として求心的

作用によって大規模な環状ブロック群が形成された

と推察した。今回の特筆される成果は、中央部の凹

地を選地し、複数の集団が凹地を目印（ランドマー

ク）として集結した可能性が高いといえよう。

（２）成田空港地区とその周辺の遺跡群

成田市東峰御幸畑西遺跡・南三里塚宮原第１遺跡。

（３）四街道市内黒田・物井地区の遺跡群

四街道市池花南遺跡・御山遺跡。

（４）柏市・流山市の遺跡群

柏市中山新田Ⅰ遺跡・小山台遺跡・大松遺跡・原

山遺跡、流山市市野谷芋久保遺跡。

小山台遺跡（第２図）

Ⅸ層中部から円環部・中央部・外部の３つのブロ

ック群が検出された。長径 70ｍ×短径 50ｍの大規模

な環状ブロック群が形成されている。総計 1,672 点

の石器が出土し、14 か所の集中地点が検出された。

約 50ｍ離れた接合資料が数個体、多数のブロック間

接合資料が見られた。接合状況をブロックごとに分

析すると、円環部・中央部・外部の３つのエリアに

核となるブロックがあり、この接合核ブロックを経

由して、集落全域に石器が行きわたるような接合状

況を示していることが窺えた（新田 2017）２）。

（５）山武市の遺跡群

山武市四ツ塚遺跡・八幡神社北遺跡。

四ツ塚遺跡（第３図）

Ⅸ層中部から総計約4,400点の石器と74か所のブ

ロックが検出された。圏央道・東金道路二期・調子

連絡道の３つの事業により発掘調査され、それぞれ

の事業からブロックが検出された。なかでも、東金

道路二期の調査区域では、環状ブロック群が２基近

接して検出され、環状ブロック群間の接合資料がみ

られた。環状ブロック群の石器群中に、遠山技法に

よるものもみられる。広範囲に本段階の石器群が同

じ等高線上にブロック群が形成されていることが窺

えた（新田 2020）３）。

（６）市原市・袖ケ浦市の遺跡群

市原市草刈六之台遺跡、袖ケ浦市関畑遺跡。
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